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顔と名前の記憶想起に
関する機能的MRI
～加齢の影響について～

Aging effects on brain activation during the retrieval of 
paired association memory of face and name

島根大学医学部神経・血液・膠原病内科

島根大学医学部神経形態学

緒言
健常壮老年者において、「最近、人の名前が覚
えられない」という言葉は日常生活でよく耳にす
る。汎用される記憶検査の一つに連合記憶検査が
ある。我々が行っている脳ドッグのデータから岡
部式簡易知的尺度の下位項目の一つである連合
記憶検査は加齢により低下していた1）。名前と人
の顔の関係は１：１で記憶され、顔を見たときに
名前を想起するという行為は連合記憶と考えら
れる。

脳障害症例の検討、そして事象関連電位や脳機
能画像を用いた検討により、側頭葉下面の紡錘状
回や舌状回の脳活動が人の顔の認知や想起に関
連していることが示されている。一方、顔と名前
の連合記憶時には左中前頭回や左下頭頂葉の活
動が認められ、左中前頭回はworking memoryに、
そして左下頭頂葉は名前と顔のマッチングに関
与しているという報告もある2）。また顔と名前を
記憶し、顔から名前を想起するときにはいずれも
海馬も活動するが、記憶時と想起時に海馬の活性
化に違いがあることが示されている3）。さらに昔
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図 1　顔と名前の想起課題

A) 記憶　　　　　　　B) 想起

図 2　想起課題＞コントロール
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の有名人の名前を想起させる場合でも、両側海馬
や海馬傍回が賦活される4）。このように顔や名前
の連合記憶には舌状回や紡錘状回、海馬、海馬傍
回、左下頭頂葉、左中前頭回の機能が関与するで
もと考えられる。しかし、これまで、顔と名前の
連合記憶時の脳活動に対する加齢の影響は検討
されていない。今回、我々は顔と名前の連合記憶
に関連する脳活動が 20代と 60代でどのように異
なるか機能的MRIを用いて検討した。

1. 方法
①対象
対象は20代の大学生10名（男5名、女5名、平
均年齢23. 6± 2. 3歳）、60代11名（男4名、女7名、

平均年齢64. 4 ± 2. 5歳）であった。また、高齢
者に関しては全て頭部MRIに異常なく、岡部式
簡易知的尺度40点以上（60点満点）で、過去に
脳神経疾患の既往のない健常者であった。利き
手調査票の結果、全員右利きであった。検査に
際しては全員から文書による同意を得た。
②課題
まず図1Aに示すように、パネルをみて顔と名
前を記憶させる（1対記憶するのに制限時間4秒
間）。そして想起時には2択形式で、図1Bに示す
ように顔の下に2つの名前を提示し、正しい名
前をボタン押しにより解答させた（1人想起に
つき制限時間4秒間）。１回につき5人の顔と名
前のペアを記憶し、次に被験者の注意を記憶課
題からそらせるため別の課題を 20秒間行った
後、想起課題を行わせた。5人の記憶想起を 1
セットとし、1人の被験者で６セット、つまり
30人の顔と名前を想起させた。記憶に使用した
名前は全て3文字ひらがなで表記した。また名
前だけの記憶では正解できないように、各セッ
ト毎に記憶した 5人の名前の中から 2択の問題
を作成した。
③機能的MRIと解析

MRIはシーメンス社製1. 5テスラ、Symphony
を用いた。撮像条件はTR/TE=3000/40, FOV 200
× 200mm, Matrix 64× 64, Thickness7 - 8mm, Gap
0mmでEvent-related法で撮像した。解析はSPM2
を用いて、正しく想起した時の脳活動部位につ
き検討した。

図 3　想起課題における左舌状回の反応

図 4　想起課題における左下頭頂葉の反応

図 5　想起課題における左海馬の反応
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2. 結果
①課題の成績

20代の正解率は87％であり、60代の正解率は
61％であった（P=0. 0001）。
また1人の名前を想起した時の反応時間は20
代で1693 ± 696ms、60代で2636 ± 859msであり
（P<0. 0001）、20代に比較し60代で有意に成績は
低下し、反応時間は長かった。
②活性化部位

20代と 60代における活性化部位を図 2ABに
示す。両者に共通な活性化部位としては舌状
回、左下頭頂葉、前部帯状回であった。

③各脳内部位の反応
20代と 60代における各部位における反応を
図3～7で示す。左舌状回、左下頭頂葉、左海馬
では20代、60代において、反応に違いを認めな
かった（図3～図5）。また、左中前頭回では60
代で（図6）、前部帯状回は20代で反応が高い傾
向にあった（図7）。
④各脳内部位の反応と成績

20代と60代における左舌状回、左下頭頂葉、
前部帯状回、左海馬での賦活の程度と成績の関
係を図8～11に示す。60代では成績と左下頭頂
葉におけるMRI信号強度は正の相関傾向を示
した（図8）。一方、左舌状回や海馬は20代では

図 6　想起課題における左中前頭回の反応 図 7　想起課題における前部帯状回の反応

図 8　年代別と成績とMRI信号強度（左下頭頂葉）

20代 60代
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成績と反応は正の相関傾向にあったが、60代で
は負の相関傾向にあった（図9、図10）。前部帯
状回は 20代では成績と負の相関傾向にあった
が、60代では成績との相関傾向を認めなかった
（図11）。

3. 考察
20代でも 60代でも顔と名前の連合記憶課題で
賦活した部位は、舌状回、左下頭頂葉、前部帯状
回であった。緒言でも述べたように、これまでの
報告から考察すると、舌状回は顔の想起に、左下
頭頂葉は顔と名前のマッチングに関与している
と考えられた。また今回我々の検討では、前部帯
状回もあわせて賦活化された。前部帯状回は辺縁
系の一部を構成し、感情、記憶、動機づけ、注意

に関連していることが以前から知られている。ま
た機能的MRIを用いた検討で、Osakaら5）は
working memoryにも関与していると報告してい
る。また、SPECTによる検討では、前部帯状回は
加齢によって安静時脳血流が低下する部位でも
ある6）。今回の想起課題遂行時も、前部帯状回は
60代の方が20代より反応が低い傾向にあった。し
たがって前部帯状回は機能的にも加齢の影響を
特に受けやすい場所であることが推察される。こ
の前部帯状回の賦活は 20代では成績と負の相関
を示していた。この理由として、想起課題が困難
と感じた人では通常の記憶想起系で処理しきれ
なくなった想起を前部帯状回が補助する役割を
担っているのではないかと考えられた。一方、60

図 9　年代別と成績とMRI信号強度（左舌状回）

20代 60代

図 10　年代別と成績とMRI信号強度（左海馬）

20代 60代



－ 164－

老年期痴呆研究会誌 Vol.15 2010

代では左中前頭回の活動反応が 20代より高い傾
向にあったことより、20代での前部帯状回の役割
を 60 代では左中前頭回と前部帯状回の両者で
担っていると考えられた。また、海馬や舌状回の
反応は20代と60代で差を認めなかったが、成績と
海馬、舌状回の反応の関係では、20代で、これら
の部位の反応と成績は正の相関傾向を示し、60代
では負の相関傾向を示した。この理由として20代
は血流反応の上昇がそのまま海馬、舌状回の機能
上昇に結びつき、成績と血流は正の相関傾向をし
めしたと考えられる。一方60代では、「想起課題
の成績が悪い」＝「課題が困難」と考えると、60
代では困難な課題において海馬と舌状回の血流
は増大するが、その機能が追いつかないので、成
績と負の相関傾向になってしまうのではないか
と考えられた。

結語
顔と名前の連合記憶には舌状回、下頭頂葉、海
馬、前部帯状回等の脳活動が関与していた。加齢
によりこの連合記憶の能力は低下するが、この理
由として前部帯状回の賦活化が加齢により低下
していることが一因ではないかと考えられた。
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この論文は、平成17年4月9日(土) 第15回中・四国
老年期痴呆研究会で発表された内容です。

図 11　年代別と成績とMRI信号強度（前部帯状回）

20代 60代




